
電波監視作業班の設置（案）

 5G・NTN（衛星コンステレーション、HAPS等）等の新たな電波利用の拡大に伴い、電波利用環境が大きく変化している
ことから、現在の電波監視における課題や、これからの無線システムの多様化に合わせて、電波監視の今後の在り方を検討
する必要がある。

 このため、電波有効利用委員会の下に電波監視作業班を設置する。
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 電波監視分野における重要課題や優先して実施すべき政策課題
 その他電波監視分野の今後の政策の在り方について検討が必要な事項
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